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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・予定していた部署懇談会は中止。今年度の抱負の書式を部署懇談会のフォルダに保存しているので作成し5/1までに提出の事。
・

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜利用者様情報＞
デイケア
・七戸　康徳様～　4月9日体験利用実施。表情穏やかに来所し、スタッフの説明を静かに聞いている。ミーティングでは他利用者様と自己紹介し、時折笑顔も見られている。座学プログラムも拒否なく参加出来ている。正式利用までの手順を本人へ説明し、後日主治医と相談すると話している。以後、体験利用を繰り返し、他利用者様と円滑にコミュニケーションを図る事が出来ている。本人より日中の生活リズムを整える為に正式利用の希望があり、本日よりデイケア利用開始となる。朝、本人よりふらつきがある為、デイケアを欠席し様子を見たいと電話があり、本日はデイケア欠席となる。
・淡路　智恵子様～グループホーム世話人より情報提供がある。他入居者が本人の室内より煙草臭がすると申し出があり、本人へ確認すると「8年前から吸っていた。」と返答しており、自室の壁紙も変色が著しい状態との事。グルーホームの入居規約は禁煙となっており、違反した場合は退去である事を本人へ説明し了解を得ている。すぐの退去は困難である為、まずは壁紙の張替えの為別の部屋へ移動するとの事。本人の精神状態に変化がある可能性がある為観察していく事としている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨日、1日を通し血圧高値が続いており、帰荘後もBP147/104mmHg、今朝BP147/101mmHgとDBP高値が続いている。体調確認をすると、不調は無いとのこと。また、本日来所する際に青陽館玄関にて帰宅要求を訴え、館内へ入ろうとしなかったとのこと。青風荘スタッフが思いを傾聴することで渋々来所している。デイナイトケアでは、運動療法前スタッフへ近づき「目と腹がビリビリする」と不調を訴えることがある。先ずは座って休息を取るよう促すと了承し、運動療法は欠席している。その後の作業療法には普段通り読書を行い参加している。11時40分、バイタル測定し、BP130/96mmHgと今朝より落ち着いている。
・中居　美津子様～スタッフへ、「右足が腫れている」と右下肢の腫脹を訴えている。症状を問うと、1ヶ月前より腫脹が見られるようになり、主治医に相談し、利尿薬が処方となった。胸痛や息切れ等の症状は無く、弾性ストッキングの着用など、生活内でも工夫しているとのこと。服薬し1週間程度経過したが、あまり変化が無く、他科受診を希望している。心疾患や腎疾患の可能性もあることを踏まえ、循環器科の受診を提案している。本人より、通院中の皮膚科があるため、先に皮膚科を受診してから検討してみると話している。

ショートケア
特記事項なし
